
エンドツーエン
ド の自動化： 
戦略的優位性 

市場状況が変化するにつれ、ビジネスの成功にとってスピードとイ
ノベーションがより重要になってきています。IT 自動化はもはや、
あれば便利なものでも、散発的に試してみる分野でもありません。
重要な戦略的差別化要因です。



68% 80% 

Harvard Business Review Analytic Services (Red Hat 後援)、「IT 自動化でリードする：自動化戦略の
エバンジェリストである IT リーダー」、2022 年 1 月。

Amazon Web Services (AWS) Marketplace で入手可能となった Red Hat® Ansible® 
Automation Platform は、フルサポート付きでターンキー型のハイブリッドクラウド対応自動化

プラットフォームであり、ビジネス競争上の優位性の獲得に役立ちます。

AWS 向けの自動化 
— ハイブリッドクラウド向けの設計

IT 自動化
「必須」
組織における  IT 自動化は
「必須」だと回答したビジネ

スエグゼクティブ

IT 
自動化の導入は「かなり/極め
て重要」

組織の将来の成功にとって IT 
自動化の導入は「かなり/極め
て重要」 であると回答  
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5 年間の投資対効果

AWS モジュール 追加のオペレーティングシステム、
ネットワーク、アプリケーション・

モジュール 

事前に構成済みの Red Hat 
モジュールと  Red Hat パート

ナーモジュール 

セットアップではなく 
結果にフォーカス

10 カ月 
で投資を回収

数百、数千のインスタンスまで迅速にスケーリング

実装を加速し、価値実現までの時間を短縮しましょう。Ansible Automation 
Platform にはセキュリティが組み込まれており、AWS やその他のさまざまな

サービスを安全にデプロイして管理することができます。

ビジネスニーズへの対応と、IT およびアプリケーションの開発運用の向上に 
Ansible Automation Platform を使用することで、以下の結果を実現可能です。

110+110+1,3001,300100100

IDC ホワイトペーパー、「Red Hat Ansible Automation Platform のビジネス価値」、Doc#US47989320、2021 年 10 月。



AWS 向けに最適化 
— その他あらゆる環境に対応
データセンター、プライベートクラウド、パブリッククラウド、エッジロケーションの
ほか、広範なベンダー・ソリューションにおいても自動化のメリットを享受できます。

AWS Marketplace 経由で入手可能となった Red Hat Ansible Automation 
Platform ソフトウェアのその他のメリットは、以下のとおりです。

AWS での迅速なセットアッ
プ を実現する設計

AWS の請求に統合

確約利用料を活用

確約利用料にカウント

セルフマネージド製品と
して利用可能

Red Hat の  Premium レベル
のサポートが付属

Red Hat ソフトウェア信頼性エ
ンジニアによる支援



ビジネスに関する 
新たな洞察を得る
知見と分析機能を活用して、運用に影響が生じる

前に問題を特定し、解決します。

Ansible Automation Platform ユーザーへのインタビュー結果
から、以下のメリットが実現可能であることがわかりました。

76% 削減
予定外のダウンタイム
を 76% 削減

アプリ
ケーションが 39% 増加

1 年間に開発されるアプリ
ケーションが 39% 増加

効率が 30% 向上
IT インフラストラクチャ・
チームの効率が 30% 向上

時間が 59% 増加
イノベーションなどのアクティビ
ティに費やす時間が 59% 増加

IDC ホワイトペーパー、「Red Hat Ansible Automation Platform のビジネス価値」、Doc#US47989320、2021 年 10 月。 
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さらに詳しく
今すぐ開始して、自動化を
ビジネスの戦略的差別化
要因にしましょう。

https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible/aws
https://www.redhat.com/ja/technologies/management/ansible/aws

